
建設工事における猛暑対策の実施について 

１ 趣旨 

近年、夏季の猛暑が常態化する中、建設現場における熱中症リスクが高まっていること

から、作業従事者の安全確保及び働きやすい施工環境の確保を図るため、発注段階から施

工段階まで一体的な猛暑対策を実施する。 

 

２ 基本的な考え方 

猛暑対策は、工事内容や現場条件を踏まえ、受発注者が熱中症対策に関する共通認識の

もと実施するものとする。「３ 実施する取組」に掲げる事項については、発注段階におい

て必要な事項を考慮するとともに、施工段階においては必要に応じて受発注者間で協議の

上、適切な対策を実施するものとする。 

 

３ 実施する取組 

（１）猛暑期間・時間を回避する取組 

１）発注段階における取組 

ア 猛暑期間（７月～９月）を回避した工事発注【新規】 

発注者は、事業全体の工程等を踏まえ、準備期間等が猛暑期間となるよう調整する 

など、猛暑期間の現場施工を可能な範囲で回避した工事発注を行う。 

２）施工段階における取組 

ア 猛暑時間の施工回避【新規】 

受注者は、熱中症リスクの高い時間帯の施工を回避するため、発注者へ事前に報告 

の上、適宜施工時間を変更することができる。 

また、周辺環境や交通への影響等が生じる場合は、必要に応じて受発注者間で協議 

し、関係機関や地元等との調整が必要な場合は、受発注者が連携して対応する。  

なお、猛暑対策を目的とした施工時間の変更による労務単価の割増しは行わない。 

【（参考）施工時間変更例】 

・勤務時間を通常の８時～１７時から、６時～１５時に変更。 

・実作業は、６時３０分～１４時（前後は準備・後片付け等）までとし、熱中症によ 

る死傷者発生数が最も多い１５時台を避けて作業を完了。 
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イ 工期の設定・変更【従来から実施】 

猛暑日日数（年毎の WBGT 値 31 以上の時間を日数換算し、５か年平均したもの）を 

  雨休率（港湾・漁港漁場工事においては供用係数）に加味し、工期を設定する。 

猛暑により計画どおりの施工が困難となる場合は、必要に応じて工期を延伸するも 

  のとする。なお、当初発注時に見込んだ日数を超える猛暑日等（WBGT 値 31 以上の時 

間を日数換算したもの）により現場作業を休止し、工期を延長する場合は、その延長 

に伴う増加費用を建設工事積算基準「工事における工期の延長等に伴う増加費用の積 

算」に基づき、適切に積算を行うものとする。 

 

（２）猛暑対策に必要な経費等の確保 

１）熱中症対策に係る経費 

ア 熱中症対策に係る現場管理費補正【従来から実施】 

  塩飴や経口補水液、空調服など、主として作業員個人に対する対策を実施する。 

費用については、工事期間中の日最高気温又は暑さ指数（ＷＢＧＴ）の状況に応じ 

て、現場管理費を補正する。 

イ 現場環境改善費の活用【従来から実施】 

   ミストファンや日よけテント、大型扇風機など、現場の施設や設備に関するものに 

  ついて実施する。費用については、現場環境改善費として適切に計上する。 

 

４ 好事例の横展開 

猛暑対策に関し、受発注者双方の取組のうち、他工事への横展開が可能な好事例があ 

りましたら、発注者は取組内容について建設工事監理室まで情報提供をお願いします。
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